
ビル空調システムシミュ

レータ
"TACSS”

省エネルギMは,今Ilの11本では産

業上,田上モ生活_上前要な課題であり,

各方伽でその対策が追求されているが,

巨人化,超高層化する郎‾心のビルでも,

設備の省エネルギー化は,緊要不‾叶避

のテーマとなっている｡

ビルでのエネルギーは,その約40%

が空調設備に費やされており,?た調の

省エネルギーが,ビル設備全体の省エ

ネルギ【の大きなポイントといえる｡

そのためには,エネルギ【低.消費の

空調方式の採川,適正な設備容量の策

定,高効率機器の選定,熱一口川父逆転,

機器の拉通運転制御など,ビルの空調

設備に対して機器の仕様ブ央定から運転

制御方∫(まで,総丁う佃勺な省エネルギー

対策が必要となる｡

日立製作所は､このような二Mズに

こたえるため,ビル空i渦の適jl二な設備

計l由i,逆転制御計匝jのために有効なビ

ル空調のシミュレーションプログラム

(TACSS:TotalAir Conditioning

System Simulator)を開発した｡

このプログラムは,その用途にJ心じ

て,3種類のソフトウェアプログラム

(TACSS-S,TACSS-D,TACSS-

C)から成上ている｡

(1)TACSS-Sは,空調設備の基本

計睡i段階で,設備機器の仕様決左,概

略見積り及び逆転費･経常費の算山を

設定耐用年数にわたって行なうことが

できる｡プログラムの特上主としては,

計l叫当初で,当該ビルの詳細データが

ない場合でも,ニのプログラムに具備

されている標準値設応機能により桝三重

用途に応じた標準値が白動的に設完三さ

れ,計算が叫能な点である｡

(2)TACSS-Dは,空調システムデ

ータ,建崖データなどに基づいて与え

られた空調設ノ備機器の動きを動的に再

現し,毎時別の熟負荷,機器動作状態,

屈一案環境状態及び年間にわたっての消

費エネルギー量を算山することができ

や･蒜.
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る〔)したがって,ご1該?ニモ.粥システムの

妥当件の検址や,省エネルギー伽かノJ

のシステム検i汀を三右一迫r】小ニイfなうこと

ができる｡また,機器の1詳細な部分fl

荷特性が考慮されているノ∴-二か特にであ

る｡

(3)TACSS-Cは,い;-1ミl勺の瑞】竜を

十火遁なi占ユ_粘性に保ちつつ､芥椎の姑過

制御をビル管雌システムでり三池Lた+湯

†ナの符エネルギー効米などを-㌻H山する

空調システムストラクチャ

データ

建屋のスペースデータなど

プロ グラムである..

主与体【'小二は,拉過;別制り三池帖の告エ

ネルギー効米,f′‖捕lと性兆態,熱f与荷-‾r

i別の相性､機謹話逆転スケジューリング

の1呈‾/テ,蓄熱槽のイjI効不り1小生などを1こ

与川小二算山することができる〔,

なJi,二のプログラムグ)拉過r刷御ア

ルゴリ ズムは､/卜川,【1_､∵裂†竹叶が新

たに】iりヲ己Lたビル符J叩システム｢BUIL

MAXシリーズ+に旭川きれている｡
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